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SR-UL1,SR-UL1R,SR-UL2,SR-LEDW,SR-3,SR-3AR

SR-UL1,SR-UL1R,SR-UL2,SR-LEDW,SR-3,SR-3ARは、トプコンの	
です。

スタートすると、��された��
��で、��された��のデー
タを� みます。#$なら'(
�)も(+することもがきます。

W32-SRUL-RS トプコン

��

��

��できる��
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Excelシートに� んだデータは、キーボードから<=したデータと?じように、

ExcelのFGをHIして、KM・OP・QTVをXYにZうことができます。

また、[\にデータが� まれる]^をExcelのグラフウィザードでg�しておけ

ば、データ� とグラフkがリアルタイムにZえます。
※tアドインは、uvwyzだけのX{グラフKMFGがありますが、~にX{KM

FGはありませんので、Excelのグラフウィザードを�IしてKMしてください。

・データロガーとしての��できます。

� �された����で��された� のデータをリアルタイムに シートに *+みます。 - ./が1�

2 3なすべての1�67を8�に1�できます。

・9:-.をリアルタイムに シート;に<=することができます。

9 :-.?を*り+む�、CD２０�までは*り+むごとに9:IJを<=できます。２０�をKえて9:-

. ?を*り+むことはできますが、<=はMいません。

・-./のQ�をRソフトからMうことができます。

X Yごとの9:Z[\ や、^_`? のZ[\ などのb�1�cdをRソフトのefからMうことが

で きます。

・ghモードklに、スポット1�モードで、pqを*rえながらs々の1�が23です。

Excel

Excel

XYZ

CD200,000�、または、シート が20を�えるまでデータ

を gh�に*り+もことができます。

◆

◆

◆

◆

���からデータの� を��します。

「PAUSE」を�に�してから「START」を�すとスポット��

モードになります。

Excel

スポット��モードではも スタートボタン

をクリックする�に、��zが シートに<=されます。

データの� を����します。もう�yクリックすると、

� を��します。スポット��モードでは、このボタン

は��になります。

� Rソフトでは、1����に-./に�して、
1�cdのQ�はなにもMいません。
��な1�cdは「-./へのQ��M」ボタン
で、��にQ�しておいてください。

)

データの� を��します。

「スポット��モード」の��、���のために、��

に��したデータを1つ ¡します。

「スポット��モード」の��は、「 」ボタンを�

¢に�し、その�「 」ボタンを�します。

PAUSE

START

W32- -RSSRUL
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120,000

WindowsXp
Excel2002/

/Vista/7
03/07/10RS-232C

tプログラムはExcel¥のアドインとして{

Kします。Excel¥からtアドインを¦{す

ると、Excelシート¥に、このウインドウが§

われます。��©ªをg�し「START」ボ

タンをクリックするとデータの�り みを�

�します。

��データの<=に«い、シートをX{スクロール

します。

'(�)の<=をおこないます。

��データの¬®を�¢のZに<=します。

シートの¯°をクリアしながらデータを<=します。

����からの±²��を<=します。
��データの<=³´をµり¶えます。

uvwyzを�り む��、 ¸\のバー

ジョンでは、¼³´を½¾するとすべてのuvwyz

が<=できないためエラーとなります。この��、�Á

きを½¾します。

Excel2003

�Ã �まで��できます。

シートの¼Ä、または、ÅÄにÆÇすると、Èのシート

にX{ÉにÊ{します。シートがない��は、KËさ

れます。シート�が２０シート¸¥になると��がÎÏ

します。

200,000

��の����を<=します。�Ãは、 Ðです。

��に#$な��よりÑい����を<=すると、

����はÒられません。

65,000

Õ)wyQとパソコンをÙÚするための クロスケーブルが、ÝÞ#$です。RS-232C



RS232C
( )

ケーブル
ストレートタイプ

パソコンとの��に�いて

パソコンと-./を�hするために クロスケーブルを��します。 もしパソコンに S232Cポートの½きがない、または、

ノートパソコンにRS232Cポートが¿ÀされていないÁÂ、パソコンのUSBポートをRS232CにÄrして、RS232Cポートに�hします。

「USB-RS232CÄrÅ」は、ユーザÈでÉÊのものをご�Ëください。 RÌ�にはÍまれておりません。

ÎÏでは、ÐÑの「USB-RS232CÄrÅ」で£<ÒÓをしております。

また、bÄrÅにÔÕするインストールガイドにÖってÄrÅのドライバをÚÛにインストールしてください。 [ÜにインストールしたÝ、

その�にßりÎてられたポート�àをÒÓし、;Ñの「áâcdのQ�」のRS232Cポートに、その�àをQ�します。

RS232C R

���� ラ トックシステム㈱

��� シリアルコンバータ

��

�� �

USB-

REX-USB60F

5,800

ÉÊの ÄrケーブルçUSB-RS232C

��¬を½¾します。

uvàáwyのX{KMをZなう��にチェックを(けます。

uvàáwyデータを シートへ<=するときのの�Áき�をg�します。Excel

wyQのå°を½¾します。

「 」「 -3 」「 」「 」SR-3 SR AR SR-UL1 SR-UL1R

��モードを½¾します。「 」「 」「 」「 」AUTO FREQ MANU SYNC

��ìを½¾します。「 」「 」「0.2」「 」2.0 1.0 0.1

uvIîïð�を�Iした��をおこなう��にチェックを(けます。

wyQとのñòóòのôòでuvIîïð� õ をöめない��に�します。

このuvIîïð�のñòóòには�÷Ðの��を$します。

(400 )

Excel Excelシートにúに<=したîïð�を�ûします。クリックする\に、 シート¥のカーソルをîïð�

の�ýþÿにÿいておく#$があります。�ûした��ではwyQにはñòされず、「wyQへのg��Z」

でwyQへñòされます。ただし、「uvIîïð�を�Iする」にチェックが(いている��にñòされます。

ソフト � のîïð�を シートにú³´に�=します。Excel

uvIîïð�をインクリメント/デクリメントします。

Excelシート¥のカーソルを¥¼�ÅにÊ{します。

	
�zのîïð�による��をZなう��にチェックを(けます。

	
�zのそれぞれのîïð�を<=します。

wyQtの§�のg�©ªを�み み��します。

�み まれる©ªは、��の©ªだけです。

uvIîïð�は「¡�」ボタンを�していない�り�に�み まれます。

RS-232C ( )のôò©ªをg�します。 ÅM

V���を½¾します。

��k��をg�します。

�u��ディレィをg�します。

��の� /ノーマルをg�します。

� ここでèéした-./の1�cdは、このボタンをクリックしたとき、1�cdが-./にQ�され
ますから、1�をMう�に、�ず、このボタンをクリックして-./のcdQ�をMっておいてください。
�ëの1�では、ここでèéした-./のcdは、-./にìâされません。

)

Excel2007で<=



TOPCON SR9:ñò/ シリーズのáâcdQ�� 

FUNCTION キーをYöしする。

CHANGE ’COMM’ ENTERキーで をüýし、 でÒ�する。

CHANGE/ROTATION ’RS-232C’
ENTER

キーで をüýし、
キーでÒ�する。

áâパラメータをüýする。

CS-900 OFF
‘Normal Type’

を にして、
をüýする。

Delimiter
‘CR+LF’

を
にQ�する。


